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1. 背景  
本実習において、私たちは様々な「環境」について考えるため

に、五感を通じて普段の生活の中で体験したことや感じたこと

をお互いに共有することを行った。そこで、私たちの身の回り

にある「過大」というものに対して共通の問題意識が存在した。

たとえば、必要以上に大量な電気がついた部屋、数十メートル

おきに設置された自動販売機。これらは私たちの身の回りに多

く存在する「過大な環境」ということができる。世界的に見て

も日本における自動販売機の設置台数は非常に多く、「過大」

といえる。日本自動販売機工業会の「2012 年末自動販売機普

及台数及び年間自販金額」によると、日本における飲料自販機

の普及台数は 2,562,500 台、前年比 101.3%である。このデー

タからも自動販売機の台数は依然として増え続けていること

が分かる。そこで、私たちはこのように「過大」にあるものを

最適な量に削減し「過大な環境」を「最適でより良い環境」へ

と実現する提案を行うこととした。 

2. 目的  
本実習では、「過大な環境」である自動販売機について調査を

行い、台数削減の提案を行う。また、この削減の提案について

は自動販売機の集中設置状況や人口に対する自動販売機数、消

費電力量等を考慮した上での提案とする。さらに、自動販売機

に対する景観上の評価・デザインの提案を含め最終目的と設定

する。 

 

3.調査方法  

 

 
 
 
 
 
 
 

4.	
 現状把握  
4.1 調査 1 
筑波大学内の自販機に関するヒアリング調査  
  
調査日時：5月 15日（水） 

ヒアリング協力者：大手さん（学生生活課） 

 

設置場所に関して 

•飲食店のある場所に優先的に設置、通常より低価格での飲料

販売を業者に依頼し、大学側は 12 の業者に場所のみを提供し

ている。ただし、鈴屋、粉とクリーム、体芸食堂などは各自で

自動販売機営業を行っている。震災後、省エネ•節電のために

売り上げ（需要）が少ない自動販売機 41 台を撤去し、現在学

内には 103台の自動販売機がある。 

 

管理状況について 

自動販売機の管理はすべて業者側が行っているが、飲料の補充

頻度を増やすことで台数を減らしてもらうなどの努力を行っ

ている。自動販売機は 24 時間稼働しているが夜中はディスプ

レイの電気を消し、電気の使用を抑えている。また、省エネの

為に古い機種を新しい機種への交換依頼も行っている。 

 

デザインについて 

大学側としては可能ならばデザインの統一を行いたいと考え

ている。しかし、大手メーカーは受け入れてくれやすいが、12

の業者が大学内に自動販売機を設置しているため統一する事

は難しい。 
 
4.2 調査 2 
オリジナルデザインの自動販売機を設置する美

容室（atoto）へのヒアリング調査  
 
調査日時：4月 24日（水） 

ヒアリング協力者：三浦さん（美容室 atoto店長） 

 最終提案	
 

大学内の自動販売機にオリジナルデザインを導入し、与える印象の違いを調査	
 

複数台並んで設置している場所（友朋堂など）へのヒアリング調査	
 

削減提案	
 

大学周辺を対象とした現地調査	
 

オリジナルデザインの自動販売機を設置する美容室（atoto）へのヒアリング調査	
 

筑波大学内の自販機に関するヒアリング調査	
 



自動販売機設置の経緯について 

今年の 3 月中旬からスタッフの利用を目的に設置を開始した。

広告としての効果を考え、看板型自動販売機に決定した。 

 

オリジナルデザインについて 

美容室側が提示したイメージに合わせたプリントシール型の

デザイン案を業者が 100通りほど用意してくれた。それから 2

ヶ月かけ現在のデザインに決定した。 

 

コスト・利益について 

美容室側が約 130 万円で自動販売機を買い取り、飲料の入荷•

補充まで行う。電気代は約 1000 円／月で、160 本／月の利用

がある。美容室側は自動販売機による収益は考えておらず、す

べての飲料は 100円で販売している。 

 

4.3	
 調査 3 
大学周辺を対象とした現地調査  
筑波大生が多く居住しているつくば市内の地区に絞り,自動販

売機に関して調査を行った。 

 

対象地区： 

天久保 2丁目、天久保 3丁目、天久保 4丁目、 

春日 3丁目、春日 4	
 丁目、桜 1丁目、桜 2丁目 

調査期間：5月 3日～5月 8日 

調査項目： 

•複数台の有無•配置（自動販売機が設置されている敷地につい

て、アパート、飲食系など 11項目）•メーカー（複合メーカー

含め 14 項目）•機能（認証機能•フリーベンド•防犯カメラ•電

子マネー•ソーラーパネル•その他）•景観（配色・自動販売機

の凸凹（複数台設置の場合）・背面が見えるか・ゴミ箱の有無

（散乱•整頓）・広告シールの有無・オリジナルデザインの有無）

•飲料の値段•消費電力（定格消費電力・年間消費電力・電熱装

置定格消費電力） 

 
5. 調査結果  
全対象地区において自動販売機は 138台設置されていた。天久

保 2 丁目には 25 台、天久保 3 丁目には 30 台、天久保 4 丁目

には 11 台、桜 1 丁目には 19 台、桜 2 丁目には 8 台、春日 3

丁目には 15台、春日 4丁目には 30台という設置状況だった。

詳細な設置場所をプロットしたものは以下の地図の通りであ

る。なお、地図上の点の色は次の配置の色と対応させている。 

 
配置  
配置では、自動販売機が設置されている敷地について調査を行

った。割合はアパートが 43％、小売店舗が 19％、飲食系が 16％

という結果となった。小売店鋪や飲食系での設置が多いと考え

ていたが、全体の半分近くの自動販売機がアパートでの設置で

あった。（付録.グラフ 1） 

メーカー  
コカコーラが 32台で全体の 23％、サントリーが 27台で 20％

となり半分近くを占めている。（付録.グラフ 2） 

機能  
何らかの機能がついているものは 19 台あり、その中では防犯

カメラがついたものが 3台、電子マネー機能がついたものは 8

台、ソーラーパネルがついたものは 1台であった。 

景観  
配色  
自動販売機の配色の割合は白が 48％、青が 26％、赤が 22％と

なり白の自動販売機が半分近くを占めていた。メーカーによっ

て配色が決まっており、コカコーラが白と赤、サントリーが青

を使用している事が白・青・赤が多い理由と考えられる。 

（付録.グラフ 3） 

その他項目について  
広告シールがついている自動販売機は意外と多くあり、全体の

49％を占めていた。これはコカコーラやサントリーなど主要な

メーカーの自動販売機に多く見る事ができた。背面が道路から

見える自動販売機は全体の 21％あり、配線が見えている自動販

地図 1 
 



売機も存在した。一方でオリジナルデザインの自動販売機は全

体の 4％と非常に少ない事が分かった。オリジナルデザインの

自動販売機を設置する場所は美容室や眼鏡屋などがあった。 

 

広告シール 49% 

背面が見える 21% 

オリジナルデザイン 4% 

 
値段  
平均以下の価格で販売する自動販売機が 48 台で全体
の 35％であった。ここからも筑波大学周辺では安い自
動販売機が比較的多いことが分かる。 
 
消費電力量  
1台あたりの自動販売機の年間消費電力量は 1,242kWhであり、

この電力量はある筑波大学生 N.Yの電力消費量の 15ヶ月分に

相当する。 

 

6. 削減提案  
大学内は既に自動販売機の台数を大幅に削減している事から、

私たちは大学外の自動販売機の削減を考えた。そこで、つくば

市が掲げている 2006年比で 2030年までに 50％のCO2削減の

目標を参考に、私たちは自動販売機の消費電力量を現在の半分

にする事を目標に台数の削減を行う事とした。現在、138台の

年間消費電力量合計は 171.4MWh である。つまり、この半分

85.7MWhに削減目標を設定した。 

条件：消費電力量の大きいもの、つまり古い自動販売機を優

先的に削減する。 

手法 1：複数台並んで設置されている自動販売機を削減する。 
結果 1：複数台並んでいる場所では電力消費量の少ない自動
販売機 1台を残し、その他の自動販売機を削減した。これによ

って、20台が削減対象となり 29,8MWhの電力量が削減できる。 

手法 2：コンビニやスーパーから距離の近い場所に設置され
た自動販売機を削減する。 

結果 2：コンビニ・スーパーから 100m圏内にある自動販売

機の削減を行う。これによって 26台の自動販売機が削減対象

となり、29.9MWhの電力量が削減できる。 

手法 3：隣の自動販売機までの距離が近い場所を削減する。 
結果 3：隣り合う自動販売機までの距離 25m以内の場所に

ついて削減した。これにより、19台の自動販売機が削減対象と

なり、26.5MWhの電力量が削減できる。 

 

これら 3つの手法により計 65台の自動販売機が削減でき、計

86.2MWhの電力が削減できる。 

  

 
 
 
 

 

計 65 台減  

86.2MWh 減  

地図 2 
 

表 1 
 

削減前  

地図 3 

削減後  



7. 今後の方針  
今回の提案では単純に複数台並んでいる自動販売機に対して

削減を行った。しかし、その場所での需要が大きかった際、飲

料が不足し売り切れが続出する自動販売機が出てしまう。そし

て、景観になじむオリジナルデザインを取り入れて、自動販売

機に付加価値をつけたいと考えている。具体的には以下の通り

である。 
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